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（離盗船難灘灘象骨）

ラットの下垂体別言後の各臓器重量及び

血清蛋白量変化の日時的推移

学

理京女子医科大学薬理学教室（主任 小山良修教授）

亀井照子・藤井傳カメ  イ  アIV  コ  フジ           イ              トモ

言

子・：水 原 房 子
コ  ミヅ  ハラ  フサ  コ

（受付昭和34年3月18日）

 各種内分泌臓器を捌出すると，それに伴って体

内各臓器に機能的な変化を示すが，その変化は各

臓器に一・恥したものではなく，あるものにおいて

は急激に，あるものにおいては徐々に起るのでは

ないかと老えられる。臓器奔出後の動物を実験に

使用する際どの位の時間的経過を経て斗出臓器の

影響がなくなるのか，即ちその臓器から分泌され

るホルモンが欠除した状態での一定のバランスを

保つた状態に至るまで，どの位の経過をとるかは

重要な問題である。そこで私どもは下垂体漏出ラ

ットの諸臓器の変化を，まず重量を指標として検

討した。なお，下垂体を生後5週目に捌出すると

別出後も2～5gの体重増加を示すのに反し，7

週目に別出すると別出直後著明な体重減少を示す

ことを認めている1）ので捌出時期による影響の差

をも検討した。

        材料及び方法

 自家繁殖による Wistar－K：ing A系ラット，雄59

匹，雌59匹，飼料はオリエンタル酵母株式会社のラッ

 b用固型飼料（NMF）と水，野菓を自由に摂取せし

めた。下垂体は小山の外耳道法2）により捌出し，手術

当日は28土1。C，以後25」＝1QCの恒温戸棚飼育と

し，術後2～3日は5％のブドウ糖液を飲料水として

与えた。ラッ｝は生後5週自下垂体捌出群と7週目別

出群と｝こわけ，各群とも易出後1，2，3，4，5週目に

軽いエーテ7レ麻酔下に潟」血屠殺し，各臓器をtorsin

ba玉ance及び上皿天秤で測定する。各群の諸臓器は屠

殺時の体重100g当りの：重量に換算し，更に対照（生

後5週及び7週正常ラッh）の重量を100として百分

率で現わして比較した。また屠殺時に採血せる血液の

旧知総蛋白量をミクロキールダーフレの醐酸捕集法5）に

より測定，血清蛋白分劃は小林式済紙電気泳動装置を

用いて測定した。緩衝液はべuナール緩衝液（pH 8．

5），水平法により6時閲泳動させ，Amidoschwarz

10Bにて染色，源紙用光電光度計にて比色定量した。

        結   果

1 臓器重：量

表1に示すように，いずれの臓器も下垂体捌出
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後時間の経過とともに重量減少を示した。下垂体

別出5週目に至って，対照の50％以上著しい重量

減少を示したものは睾丸，副性腺（精嚢，前立腺，
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子宮）および副腎であった。卵巣は5週目別出群で

は雄の性腺ほどは減少せず，7週目捌出群は50％

程度にとどまっている（図1）．副性腺は下垂体別

出1週目にいずれも著しい減少を示し，7週目別

出群の方が著明である。雄の副性腺に比し子宮は

やや減少のしかたが小さい（図2）。副腎は5週目

別出群においては下垂体窯出ユ週目で可成り急激

な減少を示し，しかもその後も減少しつづけるに

反し，7週目易rj出群では1週目で50％以上の減少

を示し，その後の減少は少い（図3）。ついでこれ

らにやや似た減少を示すのは胸腺，顎下腺および

脾臓（図4～6）で捌出日による差もなく1週以
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後徐々に減少する。甲状腺はかなりの変動を示す

が一定の減少傾向はなく，両別出群，雌雄ともほ

とんど対照と変らない（図7）。肝，腎，心臓は最：

高30％内外の減少にとどまる（図8～10）。

 以上，重量変化には卵巣と睾丸の減少率にかな

りの性差を認めたが，他の臓器には性差は認めら

れなかった。まナニ捌出時期の相違による差は認む

べきものがなかった。

H 血清蛋白量および分劃

 5週目下垂体別心群と7週目捌出両断の血清蛋

白量および分劃をみると，5週目捌出群は刎出1
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週目で雌雄とも，著しい蛋白量の増加を示し，以

後5週目にかけ正常値に近ずく，一方，7週目捌出

群では劉出後時間の経過に伴い雌雄とも，血清蛋

0  1  2  3  4  5噂

 易・1出後り数（週）

 図8 肝   臓

白量の増加を示している。いずれも血清蛋白：量の

増加はグロブリン，特にδ・＞t一グロブリンの増加に

起因している（図11）。

        考   按

 内分泌臓器の上位中枢である下垂体が欠除すれ

ば体内各臓器の機能的変調をきたし，ひいては動

物の成長発育が変化することは多くの報告により

明らかである。しかし下垂体捌出後どの位の時間

により下垂体ホルモンの影響が消失し，一定のバ

ランスのとれた状態にいたるか，この点に関する

研究はほとんどなされていない。またラットをは
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9毅

じめ多くの動物の成長発育は数段階の成長期にわ

けられ，各時期によって優位の働きをなす内分泌

臓器は異っており4）5），臓器別出の時期によって

成長発育に及ぼす影響が多少異る。下垂体も幼若

期に捌出するとその後も僅かに成長を続けること

はSimpson 6），その他の報告にもあり，われわ

れも長年ラットを用いて行った成長発育に関する

実験の結果，生後40日頃を境に種々の内分泌臓器

の状態，．薬物に対する感受性が異ることを度々発

表してきた。しかも先に述べたように下垂体易咄

時も，生後5週目早出群と7週目捌出群ではその

後の成長および薬物に対する感受性に非常に相違

が認められた7）ので，今回も両時期の捌出動物に

っき検討したのであるが，この差の根拠となるべ

き重量変化の差は認められなかった。

 下垂体からの刺激ホルモンの欠除により各臓器

は機能低下とともに多くの場合重量減少をきたす

ことは当然で，この点，性腺，副腎，胸腺，顎下

腺などは重：量減少の著明な点からも下垂体と密接

な関係を有することは明らかであるが，甲状腺は

予想に反して重量の点のみでは明らかな関係を認

め難いようである。性腺別学後は下垂体の性腺刺

激ホルモンが増加し，血．中濃度も増加するに対

し，甲状腺捌出時には一血中の甲状腺刺激ホルモン

は増勢しても下垂体中のそれはむしろ減少する8）

などの報告もあるとおり，上位中枢とtarget

organとの関係が，すべて同じではないことは

種々の研究結果を判断する際に大切な点であると

考える。

 副性腺重量の減少の著明なのは性腺の変化に伴

う2次的なものであろう。肝臓腎臓，心臓など

は大部分は即事的に影響をうけ，体重：の減少に伴

うものではないかと老える。一方脾臓がかなりの

重量減少を示すことは，剛胆体中に赤」血球生成因

子があるという説9）と何らか関係があることも考

えられる。

 いずれの臓器をみても大体干渉後3週以後に至

りほぼバランスのとれた状態になるといえよう。

この点，下垂体の影響のない動物を使用しての実

験は，：大体下垂体別丁3週以後に用いればよいの

ではないかと老える。

 下垂体別出後アルブミンの減少に伴いグロブリ

ンの増伽が報告きれ10），箸者の一人藤井7）も生後

5週目および7週目で下垂体を別出した場合，生

後100日目の血清蛋白量は両年ともグロブリンの

増加に起因して著しく増加を示すことを報告した

が，：本実験の結果からみると，導出後5週目まで

の群群の変化は逆の傾向を示すことは如何なる原

因によるのであろうか。両群における体重の変化

と考え合わせると5週目捌出群の代謝面における

一 414 一
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変化が7週目別串群より軽度であり，劉出後長期

にわたるとはじめて5週目捌出群も著しい変化を

来すのではないかと考えられるが，この点は今後

の研究にまたねばならない。

        結   語

 ラットに性差のあらわれる前後，即ち生後5週

目と7週目に下垂体を別出し，臓器重量および血

清蛋白量と蛋白分劃を別出後5週目まで各週毎に

検討した。

 1）性腺，副腎，副性腺重量は捌出1週目で50

％以下の減少を示し，その後も5週目にかけ徐々

に減少を示す。顎下腺，胸腺，脾臓もこれに似た

減少傾向を示す。

 2）肝臓，腎臓，心臓重量は5週間にわたり徐

々に減少を示すが，30％内外にとどまる。

 3） 甲状腺は一定の減少傾向を示さない。

 下垂体捌出後の諸臓器重：量の変化は捌出後3週

目でほぼ一定の値となり，以後は著しい変化を示

さない。

 4）血清蛋白量は生後5週目捌出群は別出後急

激な増加を示し，以後正常値に近くなる。7週目

別出世では時間とともに増加する。いずれもγ一グ

ロブリンの増加に起因する。

 終りに臨み御指導御校閲を賜った小山良修教授に謹

んで謝意を表します。
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